




















Which “Gaze” of Tourists should be Payed Attention to in 
“Tourism and Community Design” Policy Making ?
─In Search of Proper Tourism Policy Which can Achieve 
the Goal of Community Design─
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　「まなざし （gaze）」とは Urry （1995）が提示した
概念である。これは単なる視線のことではなく、社
会的・文化的な枠組みよって影響されているモノの

















































































































研究や経営学の分野である。Gilmore and Pine 
（2007）は、企業が商品のコモディティ化を免れる
ためには、人々がモノより経験を欲している「経験




























　  （Diversionary Mode）
退屈で無意味な日常から離れ、体を癒し、心を静めるための観光。
3.　経験モード





















（2004 : 16-22）は以下の 10の要素を挙げている
（丸括弧内は筆者の訳語と解説）。
　①　ethical（人や地球にとって倫理的な）
　②　 natural（自然な : モノの作り方や働き方、産
み方、死に方が自然な）
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